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２ 現状と課題、主な取組  
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基本方向１ あらゆる分野における男女共同参画の推進  

政策や方針決定への女性の参画  

現状と課題   

誰もが性別にかかわりなく社会の対等な構成員として、政策や方針決定過程へ参画できるこ

とが重要ですが、政策・方針決定の場においては男性が多数を占めている現状があります。本市

では、市の政策や方針決定の場への女性の参画を拡大するために、女性市職員の職域の拡大や

管理職への登暯の促進に取り組んでいますが、令和４年（２０２２年）４月現在で管理職（課長代理

級以上）に占める女性の割合は２５．５%と、令和４年度（２０２２年度）までに３０%とする第４次プ

ランの目標値を達成できていません（図１参照）。キャリア形成のための支援や、キャリアアップに

つながる人事配置を行い、女性市職員の管理職への登暯を推進する必要があります。 

令和４年（２０２２年）７月現在の市審議会等における女性委員の割合は３０．１%と、前年度より

０．２ポイント上昇したものの、令和４年度（２０２２年度）までに４０%～６０%とする第４次プラン

の目標値を達成できていません。また、依然として女性委員がいない審議会等は７．９%存在して

います（図２参照）。委員の選出にあたって各専門分野から推薦を受けている審議会等において

は、母体となる団体の女性の割合が少ないために女性委員の推薦が得にくいという状況がある

ことから、審議会等への女性の参画の意義について庁内の認識を高め、女性の参画率の向上を

目指すことと合わせて、委員の選出母体となる事業所や団体における女性の参画拡大に取り組

む必要があります。 

 

 

（図 1）吹田市職員における女性の登暯状況             （図 2）審議会等の女性の参画状況 

（課長代理級以上） 
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計画推進の指標   

指標 現状値 
目標値 

（２０２５年度） 

市職員の管理職（課長代理級以上）に占める女性

の割合 

25.5% 
(２０２２年度) 

30%以上 

審議会等委員における女性の割合 
30.1% 

（２０２２年度） 
40%～60% 

女性委員がいない審議会等の割合 
7.9% 

（２０２２年度） 
解消する 

主な取組   

１ 市政等に関わる政策・方針の立案・決定過程への女性の参画拡大 

取組の具体的内容 主な担当室課 

ジェンダー・ギャップ指数や女性の活躍推進に関する情報を市民に発信し、

政治や地方自治への関心を高めるとともに、市の政策・方針の立案・決定過

程への女性の参画の重要性について啓発します 

人権政策室 

女性職員の活躍を推進するため、働きやすい職場づくりを進めるとともに、

役職者・管理職への登用を積極的に進めます 
人事室 

女性職員が職場で活躍できる意識向上となる研修等を開催します 人事室 

女性教職員の管理職登用を促進するため、長期的な視野で計画的に候補者

を育成し、取組を進めます 
教職員課 

２ 市審議会等委員への女性の参画拡大   

取組の具体的内容 主な担当室課 

審議会等における女性の参画状況を調査し、女性委員が少ない審議会を所

管する担当室課へ働きかけを行い、審議会等委員への女性の参画を推進し

ます 

企画財政室 

人権政策室 

市民のみなさんも取り組んでみませんか  

市には市民参画できる様々な審議会があります。吹田市ホームページに審議会等の一覧を 

掲載していますので、地域の課題に目を向け、積極的に参画してみませんか。 
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取組の具体的内容 主な担当室課 

事業者に対して、働きやすい職場環境づくりのため、ワーク・ライフ・バランス

についてのセミナーや情報提供などの啓発を実施します

地域経済振興室 

男女共同参画センター 

ワーク・ライフ・バランスの推進のため、市報や啓発誌を通して事例を紹介し

ます
男女共同参画センター 

業務の見直しや職員の意識改革により市職員の長時間労働の是正を図り、

仕事と家庭生活の両立を促進します
人事室 

  

取組の具体的内容 主な担当室課 

制度の周知により、男性市職員の育児・介護休業等の取得促進に向けた意識

啓発を行います
人事室 

男性料理教室や参画スタッフの活動など、男性を対象とする講座を充実しま

す

男女共同参画センター 

まなびの支援課 

事業所に対して、男性の育児・介護休業が取得しやすい職場づくりに向けて、

セミナーや情報提供などの啓発を実施します

男女共同参画センター 

地域経済振興室 

父親の育児休業取得や家事や育児への協働について妊娠届出時や両親教室

などで啓発します
母子保健課 

子供や青少年を対象とした料理に関する講座を実施します 男女共同参画センター 

育児施設における父親向けのプログラムを充実します
保育幼稚園室 

のびのび子育てプラザ 

  

取組の具体的内容 主な担当室課 

保育所等の整備により、保育の受け皿を確保します 保育幼稚園室 

児童の放課後の家庭に代わる安心・安全な居場所と保育を提供します 放課後子ども育成室 

  

ワーク・ライフ・バランスを推進する法令の整備を受けて、多くの企業で就業規則や育児支援

の見直しが進んでいます。ご自身の職場で活用できる制度を見直してみましょう。また、職場

において、誰もが育児休業や介護休業などの制度を活用できるよう、話題を提供するなど、

積極的に周りに働きかけてみましょう。 
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資料：まなびの支援課                             資料：高齢福祉室 

指標 現状値 
目標値 

（２０２５年度） 

吹田市防災会議における女性委員の割合 
19.4% 

（２０２１年度） 
30%以上 

取組の具体的内容 主な担当室課 

女性の視点を地域防災計画や防災・防犯施策に反映させるため、吹田市防災

会議等の防災・防犯に関する政策・方針決定過程へ、女性の学識経験者等を

積極的に登暯し、女性の参画を拡大します

危機管理室 

避難所運営や災害ボランティア活動などにおいてジェンダーの視点からの配

慮に取り組みます
危機管理室 

女性消防職員の採暯・登暯を促進するとともに、職業能力の向上を支援しま

す
総務予防室 

女性消防団員の入団を促進し、防災分野における女性の参画拡大に取り組

みます
総務予防室 
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２ 男女共同参画を推進する市民団体等への支援   

 

３ 地域活動におけるジェンダー平等の推進   

 

 

 

市民のみなさんも取り組んでみませんか  
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基本方向 2 暴力の根絶と安心・安全な暮らしの確保

暴力やハラスメント根絶の基盤づくり

現状と課題

（図 1）セクシュアル・ハラスメントに関する被害経験 
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指標 現状値 
目標値 

（２０２５年度） 

ハラスメントの相談窓口もしくは制度を定めてい

る事業者の割合 

21.4% 

（２０２１年度） 
40%以上 

セクシュアル・ハラスメントが同性間でも成立する

ことを知っている人の割合 

56.7% 

（２０２０年度） 
70%以上 

取組の具体的内容 主な担当室課 

暴力（ＤＶ、ハラスメント等）、性の商品化等の根絶のため、パンフレットや市

報その他の広報誌等を通じて広報、啓発を推進します

人権政策室 

男女共同参画センター 

学校、保育所・幼稚園等を通じて、保護者等へパンフレットの配布などによる

情報提供を行い、暴力の根絶に向けた広報・啓発に努めます

家庭児童相談室 

保育幼稚園室 

学校教育室 

市職員や教職員への研修を行います
人事室 

教育センター 

防犯カメラ、防犯灯、街路灯等の整備など危険場所のチェックと環境改善に

取り組みます

危機管理室 

道路室 

幼児期から学校教育の各段階における暴力を許さない教育の推進に努めま

す

保育幼稚園室 

学校教育室 

家庭や学校などにおいて、ソーシャルスキルトレーニング（社会で生活するた

めの力、コミュニケーション力）を実施するための啓発に努めます
学校教育室 

保育教諭や教職員等を対象にした研修会を通じて、暴力根絶のための意識

啓発を図ります

保育幼稚園室 

学校教育室 

保護者対象に体罰によらない育児について啓発します

男女共同参画センター 

保育幼稚園室 

家庭児童相談室 

母子保健課 

取組の具体的内容 主な担当室課 

性犯罪・性暴力被害者のためのワンストップ支援センターなどの被害者救済

対策にかかる情報を周知します

人権政策室 

男女共同参画センター 
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取組の具体的内容 主な担当室課 

安心して働ける職場環境の実現のため、事業所に対してハラスメント防止対

策ガイドラインの策定の支援や啓発を行います
地域経済振興室 

市職員への周知徹底を図るとともに、研修や苦情処理制度の充実を図りま

す

人事室 

人権政策室 

教職員に対して、「吹田市立学校におけるハラスメントの防止及び対応に関

する指針」に基づき対応し、研修を行い啓発を推進します

教職員課 

教育センター 

消防職員に対して、「吹田市消防職員パワーハラスメント防止に関する指針」

を周知徹底するとともに、ハラスメントに関する研修を実施します
総務予防室 

子供が安心して暮らせる環境の実現のため、小・中学生が相談できる窓口

（学校内・学校外）を充実します
教育センター 

安心して働ける職場環境の実現のため、市職員や事業所等におけるこころの

健康（メンタルヘルス）のための取組を推進します

人事室 

地域経済振興室 

一人一人がお互いを尊重し、ＤＶやセクシュアル・ハラスメントの生じない対等な関係を築く

ために何が必要か考えてみましょう。 

どのような行為がＤＶやハラスメントにあたるのか、具体的に学び、理解し、若い世代に胏

え、暴力やハラスメントがない社会をつくりましょう。 
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令和２年度（２０２０年度）の「男女共同参画に関する市民意識・実態調査」によると、配偶者や

交際相手から何らかの暴力を受けたときの相談先として、「どこにも相談しなかった」と回答した

人の割合が４８．０%と最も高く、「配偶者暴力相談支援センター」は０．６%でした（図１参照）。 

どこにも相談しなかった理由としては、「相談するほどのことではないと思った」が５４．５%と最

も多く、「自分にも悪いところがある」が３２．３%、「相談しても無駄だと思った」が２５．７%でし

た（図２参照）。 

新型コロナウイルス感染症の影響で失業や休業、在宅勤務等が増えたことにより、家庭内での

配偶者等からの暴力の増加や深刻化が懸念されているため、被害者が自身のＤＶ被害に気づき、

一人で悩むことなく早い段階で相談できるよう、すいたストップＤＶステーションをはじめとする

各種相談窓口をこれまで以上に広く周知していく必要があります。 

また、ＤＶが起きている家庭では、子供への暴力も同時に起きていることが少なくありま

せん。子供がＤＶ加害者から直接暴力を受ける場合のほか、子供の面前でＤＶが行われるこ

とは子供に対する心理的虐待にあたります。さらに、心身ともに疲弊しているＤＶ被害者が

子供の養育にまで気が回らず育児放棄になるなど、ＤＶは様々な形で児童虐待に繋がって

いきます。そのため、ＤＶ対策と児童虐待対策は互いに連携しながら進める必要がありま

す。本市ではこのことを重視し、女性に対するあらゆる暴力の根絶のシンボルであるパープルリ

ボンと児童虐待防止のシンボルであるオレンジリボンを組み合わせた「W（ダブル）リボンマーク」

を考案し、「W リボンプロジェクト」として、社会全体に暴力防止への理解と関心を広げる取組を

行っています。ＤＶと児童虐待の相談件数は増加傾向にあり（図３参照）、引き続きＤＶ及び

児童虐待防止の啓発を進めていくとともに、関係機関等とも連携しながら、被害者の安全

確保から自立支援まで切れ目のない支援を行う必要があります。 

また、若年層に向けたデートＤＶ予防啓発も重要です。デートＤＶの被害者・加害者になら

ないよう、教育機関と連携し、交際相手との対等な関係の構築に向けた啓発、教育・学習の

機会を提供します。 

 

 

 

 

 

 

 

吹田市オリジナルデザイン 

Ｗ（ダブル）リボンマーク 

 
基本課題 2 
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市全域

障がい関係 高齢関係

生活支援関係

多文化共生関係

権利擁護関係

吹田市 吹田市
社会福祉協議会

医療・保健関係

青少年関係

児童関係

教育関係
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